
源　氏　川　　　　�
�（写真提供:水戸市 田村さん）�

美しい水の流れ，源氏川の上流は今も昔と変わらないで清らかな流

れを保っている。かつて子どものころ，母親や近所の主婦たちは野菜

を洗い，洗濯物をゆすぎ，子どもたちはうなぎ・まなず・ぎばち（な

まずのような小さい魚）・どじょう・川ガニを手づかみでとったものでした。夏には川を堰き止めて水泳ら

しきものに興じたことも，今はなつかしく思い出されます。「水の流れはたえずして，しかも元の水にあら

ず」ということばがありますが，清らかな源氏川の上流の流れはまさにその通りでありましょう。

最近は，川の水を利用して田んぼに引くことも少なくなり，水を利用して野菜洗いも洗濯もなくなって，

川での会話もなくなりつつあります。やや淋しさを感じますが，水の流れは，今も昔も変わらず美しく清

らかな流れを保っています。

（黒羽　一三）
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�☆大会議室………

☆多目的ホール…

�

☆ロビー…………

☆リハーサル室…

�☆小会議室………

つくって遊ぼう　プカプカペット

�なつかしい駄菓子販売

�とってもおいしい　パン教室

�とっても楽しい　折り紙のすすめ

�ためになる結び方を覚えよう

�そこが知りたい常陸太田

�　・太田漫遊すごろく

�　・クイズ　みんなのまち「久慈・常陸太田」

�ちょっとおしゃれなガーデニング

�まいづる塾によるパネル展

�「地球村のいこいの広場」

《イベント紹介》

興奮と感動をぜひ体感して!!



昭和49年大洗高校開校、昭和50年５月吹奏楽部として活動を
開始、昭和58年からマーチングを導入。59年以来、全日本マ
ーチングバンド・バトントワリング連盟主催の全国大会に15
回出場。平成７年からは「美空ひばり」「山口百恵」「太閤
伝説」など日本の心シリーズで６年連続金賞受賞。平成９年
全国大会において第1位文部大臣賞・グランプリを受賞。音
楽力とシャープな動きは高い評価と人気を得ると共に、フロ
ントピットやカラーガーズを使わないシンプルなスタイルは
ショー的・視覚的要素の高まる日本のマーチング界に一石を
投じ、活躍を続けている。2002年茨城開催のインターハイ式
典バンドに決定している。

オーストラリア・シドニー



金井町　西野義雄さん

　大学を出て岩手県の山ん中の定時制高校に勤めていたんですよ。
�　スキーの選手に出会って勧められスキーのクロスカントリーをはじめました。
�　４年目で岩手代表として国体に出て、５年目で全国制覇。とにかくのめり込んでいました。
�　茨城に戻って、雪が無いのでトレーニングを考え、ビンに砂を詰めて両手に持ち、15～６キロ走ってカ
バーしました。それが始まりです。
�　フルマラソンへの参加は、テレビで郷ひろみがホノルルマラソンで完走したのを見て｢郷ひろみが走れ
るなら俺にも出来るはずだ｣と。
�　よく考えてみると郷ひろみは当時20歳、運動神経もいいしさ～、かたや５４歳なんだよなあ～。
�　マラソンで有名な先生のアドバイスを受けてとにかく５キロごとに水を飲み飲み走ったら、完走できた
んですよ。それ以来、毎年参加しています。
�　各高校のクラスマッチや水戸一高の歩く会などを通じて生徒たちと一緒になって走ることを学びました。
�　「師弟同行」を１字変え「師弟同走」が私のモットーです。
�

�
�　スポーツを長く楽しむには、「体調を整え体を理解する」｢リズムのある生活をする｣「なんでもかんで
もやらなくてはいけないとか考えてはダメ」「苦しいのもダメ」「無理をせずに楽しむ」ことが大切だと
思います。
�　いつまで走れるかわからないが、走れる限り走っていたいです。
�
�※後日、高校教師時代の教え子に話を聞いたところ、「先生は、マグロと同じ。走ってないと死んじゃう」
と言っていました。英語の授業のことはあまり覚えていないそうです。　　　　　　（取材．武藤邦宏）

　ホノルルマラソン、世界中からマラソンラン

ナーが集う祭典で70歳以上の部、３位という快

挙を成し遂げた方がいると聞き取材してきまし

た。朝夕、走っている姿をきっとあなたも見て

いるはず。西野義雄さんです。

Ｑ．どういうきっかけで始めたんですか？



Ｐ.Ｎ．織田裕子　｜｜｜｜常陸太田子どもの劇場｜｜｜｜

私には、すてられないたくさんの思い出の品がありま
す。幼い頃からの私の歩み、そして結婚してからの夫と
の歩み、娘や息子との歩み、日々の生活の中での品々です。
これは娘が幼稚園の時「ねずみの嫁入り」という劇で

使用したウエディングベール。そうです、ねずみのお父
さんが強い人のところに娘を嫁がせようとする、あのお
話です。
そして七五三の時のぽっくり。舞子さんのようなこの

ぽっくりを、娘はすっかり気に入って誰にも貸しません
でした。おすまし顔で歩いた愛らしい姿が今も目にやき
ついています。
それからこれは・・・それから・・・
思い出してください。大人になった時、キラキラして、

つぶらな瞳だ
った少女時代
のことを。そ
れまで私は思
い出といっし
ょに大事に大
事にしまって
おきますね。

（嶋津敬子）

幸 久 小 � ねずみのウェディングベールとぽっくりねずみのウェディングベールとぽっくり

踊るママパラダイス踊るママパラダイス踊るママパラダイス

ふれあい交流会ふれあい交流会
三世代三世代 私の宝物私の宝物 捨てられないもの捨てられないもの●●

毎年１１月に、老人会の方々や、保護者の方との伝統
技能の体験活動を中心とした｢三世代ふれあい交流会｣を
実施しています。
昨年は、わら細工を行い、老人会の方々に手ほどきを

受けて、わら縄や、わら草履を作りました。体育館のフ
ロアいっぱいに、町内ごとに三世代が集い、和気あいあ
いとした中で、わら細工を楽しんでいました。ふだん手
にしたことのない素材で四苦八苦していた子どもたちも、
時間がたつにつれて、わらをうまく扱えるようになり、
作品が仕上るたびに、あちこちから歓声が上がりました。
今年度も、この交流会を予定しています。地域の方々

とよりふれあいを深められるような企画を立てようと考
えています。
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私15才、父52才ある夜のこと
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ところ：生涯学習センターふれあいホール　入場無料（入場券が必要です）

○観覧ご希望の方は、生涯学習センターへ直接来館してお申し込み下さい。先着順で入場券をお渡しいたします。�
【お問い合わせ・申し込み】常陸太田市生涯学習センター　TEL0294（72）8888（月曜日休館）�
�

○と　　き

○と こ ろ
○募集人員
○受 講 料
○指 導 者
○申込期間
○申込方法

○講話　演題
「情報化社会におけるお年寄りと若者」

○講師
リサーチアンドインテリジェンス株式会社社長
吉沢　兄一氏（太田一高卒・早稲田大学卒）

日　時

主　催
会　場

問合せ

１１月２９日(木)・１２月６日(木)の２日間
午前９時～午後４時
梅津会館一階会議室
１５名(先着順)
１人　２,０００円(材料代含)
大曽根　伯　先生
１１月６日(火)～１１月１６日(金)必着
郵便はがきに①氏名②年齢③住所④電話番号
⑤教室名を記入のうえ，下記までお申込ください。
〒３１３－００６１

常陸太田市中城町３２８０
常陸太田市生涯学習センター　�（７２）－８８８８

平成13年11月18日(日)
午後１時30分開演
常陸太田市教育委員会
常陸太田市生涯学習センター
ふれあいホール
常陸太田市生涯学習センター
�（７２）－８８８８

郷土伝統工芸教室
 エビラづくり
郷土伝統工芸教室
 エビラづくり

 受講生募集 受講生募集

フォンズ子どもの詩フォンズ子どもの詩第２回舞鶴市民講座

郷土伝統工芸教室
 エビラづくり
郷土伝統工芸教室
 エビラづくり

 受講生募集 受講生募集

フォンズ子どもの詩フォンズ子どもの詩第２回舞鶴市民講座

10／20�
（土）14:00～�

10／27�
（土）14:00～�

11／24�
（土）14:00～�

ハイビジョンシリーズ リバイバルシリーズ リバイバルシリーズ
「アメリカンロデオ」 「鬼平犯科帳スペシャル

　　　　　殿さま栄五郎」
「ネバーエンディングストーリー
　　　　　　　　　　　　第２章」
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息子が幼かった頃、よく読んで聞かせたのが「しょうぼうじどうしゃ　じぷた」
です。車に興味が出てきた頃のことでした。
ある町の消防署に、はしご車ののっぽくんと、ポンプ車のぽんぷくんと、古い

ジープ型のじぷたの３台の消防車があり、のっぽくんとぽんぷくんは子供たちに
とても人気があり、ビルの火事に出動してたちまち消してしまい、みんなからい
つも、感謝されていました。ところが、じぷたはいつも出動命令が出ることはあ
りませんでした。じぷたはぼくも出動して火事を消せるんだぞと、いつも出動命
令を待っていました。
そんなある日、となり村で山火事が発生して、じぷたの消防署にも応援出動要請がありましたが、狭くて険しい山道には、

じぷたしか入れません。そこで、じぷたが活躍して感謝され、子どもたちにもたちまち人気者になったというお話です。
「古いものでも、じょうずに利用すれば活躍し、捨てるものなどない」
この様なことを教えられた絵本でした。そんな息子も、もう一人暮らしを始めました。

（次回は、山崎まさるさん）

林の中や山地の木陰に生える多年草で高さ40～50㎝になりま
す。葉は厚く、濃い緑色を帯びて光沢があり、根もとから多数
出ます。名前は葉の様子がラン科のシュンランに似ているので
「藪蘭」となったといわれています。
花は紫色で、８～10月にかけて茎の先に多数つけます。花は

小さく、６枚の花弁状の※花被片の中心に６本におしべと１本
のめしべがあります。この様子を見ればランの花と全く異なる
ことがわかります。このように植物の名前には“他人のそら似”
が見られます。
秋には、黒紫色の球形の実をつけ、破れた皮の間からは黒色

の種子が見えます。
また、葉が一年中緑色をしていることに加えて斑入りの園芸

品種などもあり、花壇や庭に植えられることも多いようです。
※花被片：アヤメやユリの仲間は、花弁とがく片の色や形がよ
く似ているため、まとめて「花被片」と呼んでいます。

（文：安嶋　隆）

赤（小粒：１パック）60円　　青（極小粒：１パック）90円

ミニ（２パック） 70円　　すだれ　　　　　　　　90円

今回は、朝食の定番、納豆をご紹介したいと思い
ます。昭和28年より３代続く「福寿納豆」です。
粒の大きさの違う２種類を作っていて、小粒は粒

を噛み締める食感があり、極小粒は粒の形を感じな
いなめらかな舌触りでした。
味わいは、小粒は納豆本来の風味が前面に出てい

て、極小粒はちょっと抑え気味です。（大手メーカ
ーのように弱くは無い）好みによって選ぶと良いで
しょう。
「最近は納豆をあまり好まない人でも食べられる

といった物が増えてきているが、本来の納豆好きに
は物足りないと思います。ウチでも粘りや臭いを少
なくするのは簡単なんです。でもそれでは納豆じゃ
なくなってしまう。」（ご主人談）
大手メーカーの納豆じゃ物足りない納豆好きの皆

さん、ぜひ一度食べてみてください。
（取材　武藤邦宏）

製造所　町屋町１２３６－２

ＴＥＬ　７８－００２８
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い
つ
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に
な
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太
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へ
行
っ
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飲
ん
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振
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舞
い
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く
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の
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親
た
ち
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あ
る
時
、「
今
夜
も
太
田
で
遊
ん
で
こ
よ
う
。」

と
、
家
を
出
ま
し
た
が
、
そ
の
日
に
限
っ
て
な

か
な
か
街
へ
着
き
ま
せ
ん
。
ぼ
や
き
な
が
ら
歩

い
て
行
く
と
、
見
た
事
が
な
い
大
き
な
家
が
あ

っ
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、
大
宴
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真
っ
最
中
。
い
ぶ
か
り
な
が
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入
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す
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一
番
鶏
が
鳴
い
て
、
ヒ
ュ
ー
と
冷
た
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風
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吹
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ま
し
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。
と
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に
酔
い
が
さ
め
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あ
た
り
を
見
回
す
と
、
そ
こ
に
は
家
も
な
い
し

誰
も
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ん
で
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た
。
た
だ
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あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
大
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木
の
切
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株
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上
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見
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狐
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